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8624XL

最初にお読みください�

リリースノート�
この度は、CentreCOM 8624XLをお買いあげいただき、誠にありがとうございました。
このリリースノートは、付属のユーザーマニュアルに記載されていない内容や、ご使用の前にご
理解いただきたい注意点など、お客様に最新の情報をお知らせするものです。
最初にこのリリースノートをよくお読みになり、本製品を正しくご使用ください。

1 ソフトウェアバージョン　2.2.2 pl21（2.2.2-21）

2 未サポート機能
以下の項目は付属のユーザーマニュアル、または最新のコマンドリファレンスに記述があります
が、本製品ではサポート対象外となっていますので、あらかじめご了承ください。

□ BOOTPサーバー

3 本バージョンでサポートされた機能
ソフトウェアバージョン2.2.2 pl18から2.2.2 pl21へのバージョンアップにおいて、以下の
項目がサポートされました。

□ IPルートフィルター
IPルートフィルターについては、最新のコマンドリファレンス（J613-M0522-00 Rev.C）
の「IP/経路制御フィルター」の節を参照してください。

□ VRRP
VRRPについては、最新のコマンドリファレンスの「VRRP」の節を参照してください。

4 本バージョンで追加・仕様変更された機能
ソフトウェアバージョン2.2.2 pl18から2.2.2 pl21へのバージョンアップにおいて、以下の
項目が追加、または仕様変更されました。

4.1 ハードウェア IPフィルター EMPORT/EPORTパラメーター指定時の仕様変更
EMPORT/EPORTパラメーターを指定した場合、FDB、L3テーブルのどちらにも登録さ
れていないMACアドレス（ブロードキャスト、マルチキャスト、未学習のユニキャスト）
宛てのパケットはフィルタリングの対象にならないよう仕様変更しました。そのため、
EMPORT/EPORTパラメーターを使う場合は、以下の点にご注意ください。

□ TCPSYN,TCPACK,TCPFINによるフィルタリングを行う場合は、EMPORT/EPORTを併
用しないでください。

□ ブロードキャスト、マルチキャストパケットのフィルタリングを行う場合は、EMPORT/
EPORTを併用しないでください。

4.2 IGMPスヌーピングの機能拡張
IGMPスヌーピング使用時に、IGMPによるメンバーの登録がない状態で受信したマルチ
キャストアドレス宛てのパケットをフラッディングしないように変更しました。
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4.3 DHCPクライアント機能 Client IDの形式設定コマンド追加
複数のインターフェースをDHCPクライアントとして動作させるときに、インターフェー
スごとに異なるClient ID を使えるようにしました。設定は新規追加された SET DHCP
EXTENDIDコマンドで行います。詳細は最新のコマンドリファレンスを参照してください。

4.4 DHCPサーバー機能に関する仕様変更
DHCPクライアントによって再送信されたDHCP Discover メッセージに対して、DHCP
Offer メッセージを送信するように仕様変更しました。

4.5 ファイアウォール（AT-FL-02）セッションテーブル管理内容の変更
PUBLICインターフェース内の通信についてはファイアウォールセッションテーブルでの
管理を行わないよう変更しました。

4.6 IGMP（AT-FL-03） Max Response Timeの初期値変更
Group-Specific QueryメッセージのMax Response Timeの初期値を100（10秒）から10
（1秒）に変更しました。

5 本バージョンで修正された項目
ソフトウェアバージョン2.2.2 pl18から2.2.2 pl21へのバージョンアップにおいて、以下の
項目が修正されました。

5.1 DHCPサーバー機能において、任意のVLANで IPアドレスを取得した端末を別のVLAN
に移動すると、該当の端末がIPアドレスを取得できなくなる場合がありましたが、これを
修正しました。

5.2 DHCPサーバー機能において、任意のポートで静的にIPアドレスが割り当てられた端末を
別のポートに移動すると、ARPテーブルの更新が正しく行われないために、該当の端末が
IPアドレスを取得できなくなる場合がありましたが、これを修正しました。

5.3 DNSリレー機能使用時、サーバーの応答パケットの送信元 IPアドレスを、スイッチ自体
のアドレスに変換せず、クライアントに送り返すため、一部のクライアントでドメイン
ネームを解決できないことがありましたが、これを修正しました。

5.4 OSPFにおいて、AS境界ルーター上でインターフェースがダウンしたときに、外部ルート
情報がPrematureエージング機能によってルータードメインから削除されるように修正し
ました。

5.5 ソフトウェア IPフィルターにおいて、ADD（SET） IP FILTERコマンドでSIZEパラメー
ターを指定した場合に、フィルターが正しく動作するよう修正しました。

5.6 ソフトウェアIPフィルターにおいて、ADD（SET） IP FILTERコマンドで設定した内容が
ただちに動作に反映されない場合がありましたが、これを修正しました。
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5.7 EMPORT/EPORTパラメーターでフィルタリングを行うイーグレス（出力）ポートを指定し
た場合に、指定のポート以外のポートで、ARPの解決が行われていない通信にフィルター
が適用されていましたが、これを修正しました。これにともない、EMPORT/EPORTパラ
メーター指定時の動作仕様が変更されています。詳細は「4.1 ハードウェアIPフィルター
EMPORT/EPORTパラメーター指定時の仕様変更」を参照してください。

5.8 ADD（SET） SWITCH L3FILTER MATCHコマンドでTYPE=SNAPを指定し、ADD（SET）
SWITCH L3FILTER ENTRYコマンドのTYPEパラメーターで、間に0 （ゼロ）が 2つ以
上続いて、かつ、連続した0が0以外の数字で挟まれたプロトコル番号（例：AppleTalkの
SNAPパケット「080007809B」）を指定した場合、このフィルターが正しく動作するよう
修正しました。

5.9 NVS上にログが保存されるよう修正しました。

5.10 SHOW IP INTERFACEコマンドの表示項目PArp（プロキシーARPの有効・無効）が、常
に「-」で表示されていましたが、これを修正しました。

5.11 ADD（SET） IP RIPコマンドのDEMAND=NO（トリガーアップデートの無効）の設定が有効
になりませんでしたが、これを修正しました。

5.12 SNMPにおいて、インターフェース拡張グループMIBオブジェクト［ifHCInOctets］など
の64bit カウンター（Counter64）が正しく動作しませんでしたが、これを修正しました。

5.13 SNMPにおいて、起動時にリンクﾄラップが送信されない場合がありましたが、これを修
正しました。

5.14改行コードに「CR+LF」ではなく「LF」だけしかセットしないTelnetクライアントから、
本製品に対してログインができるよう修正しました。

5.15特殊なARP requestパケットを受信すると、ARPテーブルが更新されない場合がありま
したが、これを修正しました。

5.16宛先に存在しないホストを指定してPINGコマンドを実行すると、「Request Time out」と
いうメッセージが表示されていましたが、これを「Destination host unreachable」と表
示されるよう修正しました。

5.17 SHOW INTERFACE COUNTERSコマンドで表示される統計カウンターのうち、VLANイ
ンターフェースのifOutOctetsがカウントされていませんでしたが、これを修正しました。

5.18ファイアウォール（AT-FL-02）において、ADD（SET） FIREWALL POLICY LISTコマンド
のTYPEパラメーターにMACアドレスを指定した場合、アクセスリストに記載したMAC
アドレスに対するルールが動作しませんでしたが、これを修正しました。

5.19ファイアウォール（AT-FL-02）使用時に5％以上の負荷がかかると、送信キューのパケット
数が最大（2048）になり、通信が停止する場合がありましたが、これを修正しました。
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5.20 DVMRP（AT-FL-03）を3台以上の機器で動作させたとき、複数の経路が存在すると経路変
更が正しく行われず通信ができなくなる場合がありましたが、これを修正しました。

5.21 DVMRP（AT-FL-03）とタグVLANを併用した場合、タグ付きポートから送信されるマルチ
キャストパケットにタグが付与されるよう修正しました。

5.22 DVMRPを有効にしたときに送信されるProbeメッセージの1つ目と2つ目のGeneration
ID が異なっていたため、これを修正しました。

5.23 DVMRP（AT-FL-03）において、すべてのインターフェースで同一のGeneration IDが使用
されていましたが、これを修正しました。

5.24 DVMRP（AT-FL-03）において、PruneメッセージのPrune有効時間（Prune Lifetime）が終
了しても、Pruneメッセージを受信したインターフェースからマルチキャストパケットの
転送が再開されませんでしたが、これを修正しました。

6 本バージョンでの制限事項

6.1 SNMP MIBオブジェクトについて

参照�「ユーザーマニュアル」2-51～2-52ページ

参照�「コマンドリファレンス」/「運用・管理」/「SNMP」

SNMPのMIBオブジェクトについて、以下のような制限があります。

□ MIB IIオブジェクト［ipNetToMediaPhysAddress］に正しい値がセットされていません。
□ ブリッジMIBオブジェクト［dot1dStpPriority］に正しい値がセットされていません。
□ ブリッジMIBオブジェクト［dot1dBaseType］に正しい値がセットされていません。
□ ブリッジMIBオブジェクト［dot3StatsFrameTooLongs］が正しくカウントアップされ

ません。

6.2 ソフトウェア IPフィルターについて

参照�「コマンドリファレンス」/「IP」/「ソフトウェアIPフィルター」

ADD（SET） IP FILTERコマンドでOPTIONSパラメーターを指定した場合、フィルターが正し
く動作しません。

6.3 フォワーディングデータベースについて

参照�「コマンドリファレンス」/「スイッチング」/「フォワーディングデータベース」

□ パケットの種類に関係なく、パケットの受信中に本体を起動すると、フォワーディング
データベースに不明なMACアドレスが登録される場合があります。

□ 1回目のエージアウトですべてのダイナミックエントリーがフォワーディングデータベー
スから削除されない場合があります。ただし、2回目以降のエージアウトではすべてのダ
イナミックエントリーが削除されます。
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6.4 ディレクティドブロードキャストアドレス宛のパケットについて

異なるネットワークからディレクティドブロードキャストパケットを受信した場合、本製品が返
すReplyパケットの送信元IPアドレスに、受信インターフェースのIPアドレスがセットされず、
送信元にもっとも近いインターフェース（パケットを実際に送り出すインターフェース）のIPアド
レスがセットされます。

6.5 DHCPサーバー機能について

参照�「コマンドリファレンス」/「DHCPサーバー」

□ クライアントに割り当てていた IPアドレスを解放した場合、SHOW DHCP RANGEコマ
ンドの表示項目Free Address（未使用のIPアドレス一覧）に、該当のIPアドレスが重複し
て表示される場合があります。

□ プールされた IPアドレスのうち最初の IPアドレスに限り、本体起動時に使用状況の確認
が行われません。

6.6 DHCPリレーエージェント機能について

参照�「コマンドリファレンス」/「IP」/「DHCP/BOOTPリレー」

DHCPメッセージのhopsフィールドの値が、SET BOOTP MAXHOPSコマンドで指定した値
（最大転送回数）より大きい場合でも、同メッセージが破棄されずに転送されます。

6.7 DHCPクライアント機能について

参照�「コマンドリファレンス」/「IP」/「IPインターフェース」

リース延長要求中（RENEWING状態のとき）に、DHCP requestメッセージがユニキャストでな
くブロードキャストで送信されます。

6.8 VRRPについて

参照�「コマンドリファレンス」/「VRRP」

□ SET VRRPコマンドのPRIORITYパラメーターの設定（変更）が有効になりません。

□ SHOW VRRPコマンドで表示される「Up Master Trigger」と「Down Master Trigger」
カウンターの値が、トリガーが起動された回数でなくトリガー番号になっています。

6.9 ファイアウォール（AT-FL-02）のアクセスリストについて

参照�「コマンドリファレンス」/「ファイアウォール」/「フィルタールール」

ファイアウォールルールにアクセスリストを指定した場合、該当のルール以降のルールが無効に
なります。アクセスリスト以外に複数のルールを併用する場合は、アクセスリストのルール番号
に「299」（最終番号）を指定してください。
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6.10 IGMP（AT-FL-03）について

参照�「コマンドリファレンス」/「IPマルチキャスト」/「IGMP」

□ IGMPタイマーのOther Querier Present Interval の値を変更することができません。

□ IGMPを有効（ENABLE IP IGMP）から無効（DISABLE IP IGMP）に設定しても、Reportメッ
セージがフラッディングされません。設定を保存すると正常にフラッディングされます。

6.11 DVMRP（AT-FL-03）について

参照�「コマンドリファレンス」/「IPマルチキャスト」/「DVMRP」

□ Graft/Prune メッセージを受信すると、受信ポートの所属VLAN 内すべてのポートに
Graft/Pruneメッセージがフラッディングされます。

□ Graft/Prune メッセージの Source Address フィールドにホストのアドレスではなく、
ネットワークアドレスが設定されます。

□ 送信ホストと異なるVLANにグループメンバーが存在している構成において、そのVLAN
に所属する下流側ルーターからGraftメッセージを受信しても、マルチキャストパケット
の転送が行われません。
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7 ユーザーマニュアルの補足事項

7.1 VLANへの IPアドレス設定数について

参照�「ユーザーマニュアル」3-45ページ

本製品のVLAN設定数は最大62個（default VLANを除く）ですが、VLANへの IPアドレス設定
数は最大32個となります。

7.2 スパニングツリードメイン設定数について

参照�「ユーザーマニュアル」3-29～3-36ページ

スパニングツリードメインの設定数は、最大16個となります。

7.3 QoSについて

参照�「ユーザーマニュアル」3-27～3-28ページ

□ 本製品は、ユーザープライオリティを0～3の4レベルのキューに割り当てることができ
ます。
「ユーザーマニュアル」3-27ページに「システムは、優先度の高いキュー3から順に、す
べてのパケットを転送した後、次のレベルのキューの転送を行います。」とありますが、正
しくは以下のとおりとなっていますので、訂正してお詫びいたします。
各レベルのキューに割り当てられる帯域は、相対的に最も優先度の低いキューが0％で、残
りのキューが100％を均等に共有するという割合になっています。割り当てられる帯域は、
パケットが同時にキューイングされているキューの数により次のように異なります(数値は
一番左が相対的に最もレベルの低いキュー、一番右が相対的に最もレベルの高いキューに
割り当てられる帯域を示しています）。

同時に2つのレベルのキューにパケットがある場合 0 ：100 （％）
同時に3つのレベルのキューにパケットがある場合 0 ：50 ：50 （％）
同時に4つのレベルのキューにパケットがある場合 0 ：33 ：33 ：33 （％）

□ タグ無しパケットは、ユーザープライオリティ「0」で処理されます。

7.4 ポートトランキングについて

参照�「ユーザーマニュアル」3-6～3-8ページ

□ バージョン2.2.2 pl11で、トランクグループに追加されたポートの通信モードが、Full
Duplex固定からSPEEDパラメーターで指定した速度のオートネゴシエーションとなりま
した。バージョン2.2.2 pl11以降を搭載した機器とバージョン2.2.2 pl04以前を搭載
した機器間ではポートトランキングの接続はできませんのでご注意ください。

□ バージョン2.2.2 pl18で、ポートトランキングとVLAN間ルーティングを併用した場合
に、ルーティングされたパケットに対して負荷分散が行われるようになりました。ただし、
送信ポート決定の基準になるのは「IPDEST（終点IPアドレス）」のみで、その他のパラメー
ターを指定した場合も、IPDESTを指定したときと同じ動作になります。
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□ フラッディングされたパケットの送信ポートには、トランクグループ内でリンクが一番最
初に確立したポートが使用されます。

□ ポートトランキングとスパニングツリーを同一ポートに設定することはできません。

7.5 リダンダント電源装置「CentreCOM RPS8000」について

□ バージョン 2.2.2 pl04で、リダンダント電源装置「CentreCOM RPS8000」がサポー
トされたことにより、ステータスLEDの表示内容が以下のようになります。

参照�「ユーザーマニュアル」1-8, 4-5ページ

DEL 色 態状 容内示表

TLUAF 赤

灯点 。すまいてし障故がアェウトフソはたま、体本

滅点

1 ：滅点回 。すまりあが害障にンァフ

3 ：滅点回 「置装源電トンダンダリ MOCertneC
0008SPR の」 CD いてれさ続接がルブーケ源電

。すまりあが常異にトッニユ源電の体本、て

4 ：滅点回 ROTINOMSPRMETSYSTES でドンマコ NO が
置装源電トンダンダリ、ていてれさ定指

「 0008SPRMOCertneC 異にトッニユ源電の」
。すまりあが常

5 ：滅点回 ROTINOMSPRMETSYSTES でドンマコ NO が
置装源電トンダンダリ、ていてれさ定指

「 0008SPRMOCertneC の」 CD ルブーケ源電
。んせまいてれさ続接が

灯消 。んせまりあは常異にムテスシ

SPR 緑

灯点
ROTINOMSPRMETSYSTES でドンマコ NO てれさ定指が

「置装源電トンダンダリ、つか、てい MOCertneC
0008SPR の」 CD 。すまいてれさ続接がルブーケ源電

灯消

ROTINOMSPRMETSYSTES でドンマコ FFO てれさ定指が
、かるい NO 置装源電トンダンダリは合場るいてれさ定指が

「 0008SPRMOCertneC の」 CD れさ続接がルブーケ源電
。んせまいて

RWP 緑
灯点 。すまいてれさ給供が源電に体本

灯消 電源電たし定指、かいないてれさ続接くし正がルブーケ源電
。んせまいてれさ用使が圧
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□ CentreCOM RPS8000の状態表示には、LEDの表示とCLI での表示があります。
どちらも、SET SYSTEM RPSMONITORコマンドによるモニターの有効化が必要です。
SET SYSTEM RPSMONITOR={ON|OFF}

ON（有効）/OFF（無効）で指定します。デフォルトはOFFです。OFFの場合、LEDやCLIで
CentreCOM RPS8000の状態を表示することはできません。

SHOW SYSTEMコマンドで表示される以下の項目で、本体とCentreCOM RPS8000の
電源状態を表示します。

Main PSU 本体の電源状態です。On（電源オン）/Off（電源オフ）で表示します。
RPS Monitor CentreCOM RPS8000 のモニターのステータスです。On（有

効）/Off（無効）で表示します。
RPS Connected 本製品とCentreCOM RPS8000のDC電源ケーブルによる接続

状態です。YES（接続）/NO（未接続）で表示します。
RPS PSU CentreCOM RPS8000の電源状態です。On（電源オン）/Off（電

源オフ）で表示します。

7.6 ADD（SET） USERコマンドについて

参照�「ユーザーマニュアル」2-28ページ

バージョン2.2.2 pl04で、ADD（SET） USERコマンドにLOGINパラメーターが追加されまし
た。

ADD USER=login-name PASSWORD=password LOGIN={TRUE|FALSE|ON|OFF|YES|NO}

[other-options...]

SET USER=login-name [LOGIN={TRUE|FALSE|ON|OFF|YES|NO}] [other-options...]

SET USER [LOGIN={TRUE|FALSE|ON|OFF|YES|NO}] [other-options...]

LOGINパラメーターは、USERレベルのアカウント（PRIVILEGE=USER）を作成する場合に必須
となります。TRUE（ON/YES）を指定した場合は、ユーザーにコマンドラインインターフェース
（CLI）へのログインを許可します。FALSE（OFF/NO）を指定した場合は、ユーザーにCLIへのロ
グインを許可しません。RS-232経由、およびTelnet 経由のログイン行為に対して有効です。

7.7 ポートセキュリティのスタティックエントリ（learn）について

参照�「ユーザーマニュアル」3-12～3-15ページ

SET SWITCH PORTコマンドのLEARNパラメーターで0（ゼロ）を指定した場合のスタティッ
クエントリ（learn）の扱いが、バージョン2.2.2 pl04で一部変更になりました。

□ 2.1.5 pl02以前
スタティックエントリ（learn）は、SET SWITCH PORTコマンドのLEARNパラメーター
で0（ゼロ）を指定した場合、FDBから消去されます。

□ 2.2.2 pl04以降
スタティックエントリ（learn）は、SET SWITCH PORTコマンドのLEARNパラメーター
で0（ゼロ）を指定した場合、（設定内容を保存しても）本体の再起動によってFDBから消去
されます。
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7.8 RIPバージョン2について

参照�「ユーザーマニュアル」3-46ページ

RIPバージョン2の可変長サブネット環境において、ADD（SET） IP RIP INTERFACEコマンド
で、RECEIVE パラメーターにBOTHを指定した場合、経路情報を受信することができません。
RECEIVEパラメーターにはRIP2を指定するようにしてください。

8 コマンドリファレンスについて

最新の日本語版コマンドリファレンス「CentreCOM 9600/8600シリーズ コマンドリファレンス
2.2（J613-M0522-00 Rev.C）」は弊社ホームページに掲載されています。
本リリースノートは、付属のユーザーマニュアルと上記のコマンドリファレンスに対応した内容
になっていますので、お手持ちのコマンドリファレンスが上記のものでない場合は、ホームペー
ジで最新の情報をご覧ください。

※ パーツナンバー「J613-M0522-00 Rev.C」は、コマンドリファレンスの全ページ（左下）
に入っています。

コマンドリファレンス 2.2（J613-M0522-00 Rev.C）へのリンクはこちら：
http://www.allied-telesis.co.jp/support/8624xl/manual.html
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